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内
、
渡
波
町
一
丁
目
、
三
和
町
、
後

生
橋
、
宇
田
川
町
の
各
一
部

河
北
地
区

　

成
田
字
一
本
杉
、
相
野
谷
字
六
本

木
畑
、
同
字
六
本
木
、
同
字
山
崎
前
、

大
森
字
大
平
、
同
字
内
田
の
各
一
部

河
南
地
区

　

須
江
字
池
袋
、
同
字
小
竹
、
同
字

沢
田
、
同
字
沢
田
前
、
同
字
美
糠
、

同
字
中
埣
、
広
渕
字
柏
木
、
同
字
柏

木
前
、
前
谷
地
字
黒
沢
前
、
同
字
西

横
須
賀
、
同
字
中
埣
、
同
字
小
谷
地

の
各
一
部

桃
生
地
区

　

桃
生
町
神
取
字
屋
敷
、
同
字
町
浦

の
各
一
部

問　

下
水
道
建
設
課（
内
線
5
7
1

8
）

　

平
成　

年
３
月　

日
供
用
開
始
区

22

31

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

石
巻
地
区

　

中
央
二
丁
目
、
泉
町
一
・
二
・
三
・

四
丁
目
、
立
町
二
丁
目
、
羽
黒
町
一

丁
目
、
中
里
七
丁
目
、
大
橋
二
丁
目
、

開
北
四
丁
目
、
水
押
二
丁
目
、
双
葉

町
、
大
街
道
東
一
丁
目
、
大
街
道
北

一
丁
目
、
清
水
町
二
丁
目
、
新
橋
、

山
下
町
二
丁
目
、
末
広
町
、
貞
山
一
・

二
丁
目
、
蛇
田
字
新
立
野
、
同
字
北

経
塚
、
同
字
新
埣
寺
、
同
字
新
下
前

沼
、
同
字
新
東
前
沼
、
向
陽
町
五
丁

目
、
川
口
町
一
丁
目
、
緑
町
二
丁
目
、

鹿
妻
南
三
丁
目
、
南
境
字
妙
見
、
同

字
金
沢
前
、
同
字
金
沢
、
大
瓜
字
井

下
水
道
接
続
の
た
め
の
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
を
促

進
す
る
た
め
、
供
用
開
始
か
ら
３
年

以
内
に
接
続
さ
れ
る
個
人
の
方
を
対

象
に
１
戸
当
た
り　

万
円
の
範
囲
で

100

工
事
費
の
全
額
を
無
利
子
で
融
資

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
下
水
道
の
整
備
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
区
域
に
つ
い
て
、
個

人
が
住
宅
の
水
洗
化
の
た
め
に
浄
化

槽
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
設
置
に

要
す
る
費
用
の
一
部
と
し
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額　

　

５
人
槽　

3
3
2
、0
0
0
円

　

７
人
槽　

4
1
4
、0
0
0
円

　
　

人
槽　

5
4
8
、0
0
0
円

10

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

下
水
道
管
理
課
（
内
線
5
6
8

9
）

　

市
で
は
、
下
水
道
の
整
備
を
公
共

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
お
よ
び
浄

化
槽
事
業
な
ど
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
不
可
欠
な
施
設
で
あ
り
、
生
活
排

水
の
排
除
や
ト
イ
レ
の
水
洗
化
と

い
っ
た
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
の

み
で
な
く
、
旧
北
上
川
な
ど
の
河
川

や
海
の
水
質
を
守
る
た
め
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
、
そ
の

目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
将
来
の
水
環
境
を
守
る
た
め
に
、

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住

ま
い
の
皆
さ
ん
は
、
な
る
べ
く
早
め

に
接
続
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

�
小
学
生
の
部　

　

木
村
有
汰
さ
ん
（
須
江
小
３
年
）

�
中
学
生
の
部　

　

吉
田
千
紗
さ
ん
（
湊
中
３
年
）

平
成　

年
度　

下
水
道
絵
画

21

コ
ン
ク
ー
ル　

最
優
秀
作
品

新
し
く
下
水
道
処
理
が
開
始
さ

れ
る
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　２月２３日（火）、本市は、東松島市および女

川町と協力し、魅力あふれる地域づくりを行

うための中心的役割を果たすことを宣言しま

した。

　石巻圏域定住自立圏構想は、この圏域の人

口減少を食い止める施策として、２市１町が

連携、協力しながら、さまざまな生活機能を

確保し、全体として魅力あふれる地域に形成

するものです。

　今後、連携する東松島市および女川町と具

体的な連携内容ついて、協議を進めていきます。

　詳しくは、お問い合わせいただくか、市の

ホームページ（市の概要→石巻圏域定住自立

圏構想）をご覧ください。

問　総合政策課（内線 4212）

中心市宣言
～魅力あふれる石巻圏域の将来のために～
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　３月６日（土）、飯野川高等学校の閉校式が行われ、83年の歴史

に幕を閉じました。�

　式には、卒業生のほか、十三浜校の全生徒57人、同窓生や教職

員、地域住民約300人が出席し、庄司校長から小林県教育長に校

旗を返納し、全員で校歌を斉唱しました。�

83年の歴史に幕　飯野川高等学校閉校式�

鮎川中学校閉校式� 寄磯中学校閉校式�

　鮎川中学校では、３月13日（土）に、寄磯中学校では、３月14日（日）

にそれぞれ「閉校式」が行われ、生徒や同窓生、地域の方々は、思

い出深い学校に感謝していました。�

　牡鹿地区の鮎川中学校、大原中学校、寄磯中学校の３校は４月に

統合され、「牡鹿中学校」として新たな船出を迎えます。�

思い出深い学校に感謝�

◆出席者全員で校歌斉唱�

▲出席者全員で校歌斉唱�

生徒たちによる「黒潮太鼓」�� 校旗返納��

▲出席者全員で校歌斉唱�

▲式の様子�

▲校旗返納�


